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　今年は，ネパールをはじめ，大
きな地震が話題になっていますが，�
わが国ではこれに加え，火山活動
の活発化が人々に不安を与えてい

ます．東京近郊の観光地・避暑地として有名な箱根
や，南方の口永良部島での火山活動が話題になってい
ます．大きな災害に至らないことを望むものですが，
人知を越えた大自然の振る舞いなので，今後について
は“神のみぞ知る”です．
　今月号の第 1特集は「乳腺の臨床を支える超音波検
査」です．乳癌の検診は触診やマンモグラフィが主体
となっていますが，本特集を拝読すると，超音波検査
が存在感を増していることがよくわかります．超音波
検査自体も進歩しており，乳癌の検診や治療後のフォ
ローアップにおける有用性が向上しています．近い将
来，超音波検査が乳癌検査の重要な柱の 1つになるよ
うに感じられます．超音波検査の可能性を示す興味深
い特集だと思います．
　第 2特集は「臨地実習で学生に何を与えることがで
きるか」です．これは大変重いテーマであり，本特集
を拝読して，臨床検査技師教育における問題の大き
さ，深さを再認識しました．
　私が臨床検査の現場で働くようになったのは 30 年

ほど前のことですが，当時，専門学校からきていた実
習生は年末までいたように思いますので，8カ月ぐら
い臨地実習をしていたと思います．表現が不適切かも
しれませんが，その当時の実習生は臨床検査技師の下
働きのようなことをしており，臨床検査室の業務に，
ある意味で組み込まれていました．ですので，私が当
時勤務していた病院では，その施設で実習した学生が
就職してきた場合，他の病院で実習した技師に比べ，
即戦力として働くことができたことを思い出します．
　三村先生が，最後の部分で紹介した学生の話は印象
的です．前記した，私の勤務していた大学病院は，臨
地実習が厳しいことで有名でした．あまり優秀でない
学生を送ってくる専門学校があり，その学校の教員に
理由を尋ねたこところ，臨地実習で鍛えられ，成績が
大きく向上する学生が多いためとのことでした．三村
先生が紹介された学生に通じる点があるように感じら
れます．
　本特集の筆者の先生方は，皆，臨地実習の重要さを
強調されています．基本的には私もそのとおりだと考
えますが，別な観点での意見も聞いてみたい気もしま
した．本特集が提起した問題は大変重要なものであ
り，臨地実習を含む臨床検査技師教育が，よりよい形
で整備されることを願う次第です．� （佐藤尚武）
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